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１． はじめに

病院の情報管理上、運営を能率化するシステム

が重視されているが、さらに医療情報の効率的管

理が求められている。これは臨床・研究・教育研

修に必要な新しい情報や過去の知識の管理である。

現在、医療の高度化、機能分担に伴い医療従事

者全てに生涯教育の必要性が求められているが、

その一端を担う図書室の存在価値の認識は必ずし

も高いとは言えない。
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２．医療機関図書室ネットワークの動向

世界で発行されている医学雑誌は２万種類以上

に及んでいる。その中で必要最小限なコア・ジャ

ーナルだけとっても１つの病院図書室でＦｏｌｌｏｗ

していくことは量的な面で不可能である。従って

医学情報を相互により広く、より円滑に入手でき

るように病院図書室の地域ネットワーク作りが各

地で試みられ軌道に乗りつつある。又、日本医学

図書館協会でも各地域ごとに病院図書室とのネッ

トワーク形成への支援を始めている。

現在、構成単位を図書館員個人、あるいは病院

とする医療機関ネットワークが全国で８機関活動

している。各々が図書室担当者の資質向上を計る

と共に、相互協力のもと情報の流通システムを形

成し、必要とされる医学情報を迅速に医療従事者

に提供し地域医療に貢献している。

＜ 愛知県病院図書室アンケート調査≫

（ 精神病院を含む１００床以上の病院）

図 書 室 の 有 無 有 ： ９４（ ７９．７弓） 無 ： ２４（ ２０．３悼）

図 書 室 の 形 態 独立 ： ６１（ ５８牡 ） 併設 ： ４３（ ４１．３必）

図書室の 規模

面 積 ６㎡ ～ Ａ２９．３㎡ 平均 ： ６８Ａ８㎡

蔵 書 数 １０冊 ～ １２，４３８冊 平均 ： ２，０８４冊

雑 誌 数 ３種 ～ ７６５種 平均 ： ６６種

担当者の職種
専任：７（６．１弓 兼任：５０（４３．９ｆｏ）医師：２５（２１．９必）いない：３４（２９．８必）その他：６（５．３ｆｃ）

兼任内容 事 務： ２８ 秘 書： １１ 医局事務：６ 病 歴：５ 回答無： ２ その他：６

図書室 を窓口 とし て文 献を入手するか 利用する：１５（ １３．２悼） 利用し ない ：９９（８６．８弘）

図 書 室 を 利 用 す る場 合 の 依 頼 先 大学図書館：１１ 病院図書室：３ その他： ４

利 用 し な い 場 合 の 入 手 方 法 自分で大学図書館などへ行く：５１ 他に依頼す る：５５

、 Ａ ： 病院 図 書 室 研究 会 Ｂ ： 日 本 病院 会 図 書 室部 会 Ｃ ：近 畿 病 院 図 書室 協議 会
ネッ ト ワ ー ク Ｄ ： 東海 地 区 医 学 図 書館 協 議 会 Ｅ ： そ の 他

知 っ て い る か Ａ ： １０ Ｂ ： １４ Ｃ ： １２ Ｄ ： １４ 知 らな い ： ８６

加 盟 し てい るか Ａ ： ２ Ｂ ： ２ Ｃ ： ４ Ｄ ： ４ Ｅ ： １ 加 盟し てい な い ： １０９
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３。 愛知県における病院図書室の現状

愛知県ではネットワーク形成に向けての動きは

停滞しているのが現状である。その原因を県内病

院図書室を対象に行ったアンケート結果より考察

してみた。

表にもあるように１１８病院中９４病院（７９．特 ）が

図書室を設置している。しかし形態となると独立

した図書室を持つ病院は６１｛こ過ぎず、全回答と対

比すると約５０他の病院にしか独立した図書室は設

置されていない。併設では病歴を始めとし、講堂

会議室、中には図書室とは呼べないが医局の隅に

書架が置いてあるとの回答があった。
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の個ｉ生を生かし、点から線へと連携を高めること

で、質のよいサービスを効率的に供給する医療従

事者の実力養成に大きく貢献できるはずである。

今後、推進されるべき病診連携のためにも医学

情報の交換が重視される。「 蔵書保管 」から「 情

報を提供することによる医療・研究・教育の支援」

へと図書室の役割を再考する必要があろう。

病院図書室におけるＣＤ－ＲＯＭ文献検索

社会保険中京病院 大橋真紀子

図書室の規模の格差は大きいものとなっている １． はじめに

が総合病院から個人病院を含む調査であるので当 病院図書室の主な役割のひとつに「 情報提供 」

然とも言える。この量的な差を埋めるためにもネ がある。診療上必要とされる知識、情報を即座に

ツトワークは重要視されている。 図書室で手に入れることができれば理想的である。

専任の担当者を持つ図書室はわずかに７病院で それには限られたスペース、限られた予算内で、

あり、兼任の担当者を持つ図書室は５ｏ病院である。 本や雑誌を並べておくだけでは、充分といえない

しかし、兼務内容の重点は他の業務に置かれてお のではないだろうか。

り図書室中心の兼任者は殆どいない。又、勤務年 当院では従来、医師は必要な文献情報を入手す

数も短く、これは病院における図書室の位置付け るのに、製薬会社のサービスに頼ることを通例と

の不確定さと認識の低さを顕著に表すものである。 していた。図書室で、そのような文献情報の要求

医学文献の入手方法について図書室を利用しな に応えるための手段としては、オンラインによる

い病院が９叩 を占めている。これは病院図書室に 文献検索の導入も考えられるが、検討してみると

対するイメージを「 書籍を保管する場 」から「 求 経費や人などの面で負担が大きく、騰躇させられ

める人に求める情報を提供する場 」へと発展させ る。

ていく必要がある事を意味してい る。 近年、新しい文献検索手段としてＣＤ－ＲＯＭ

県内病院が入会可能なネットワークについても が登場し普及しつつある。オンラインに比べ負担

「 知らない 」「 加盟していない 」が回答の大部分 が軽く、簡便で、オンラインに近い機能を持つと

を占めた。 いうが、実際に利用者を満足させることができる

のか。病院にとって有用なものとなり得るのだろ

４． これからの図書室の役割

愛知県でのネットワークの歩みの遅れは、病院

図書室の設置及び機能の基準が確立されていない

事から生じる物的・人的不足に加え、医学情報を

入手する際の図書室の存在意義の低さが原因と考

えられた。このことは病院図書室の普遍的な問題

である。

しかし、コンピューターシステムによる蔵書管

理、オンライン検索・ＣＤ－ＲＯＭによる情報提

供サービスを開始している図書室も少数であるが

存在した。病院間の格差は大きいが各々の図書室

－１７

表１． 当院の概略

病床数：６９１床 臨床 研修指定病院

全職貝数（ ｍ 託を含む ）：９２３名

（ うち医師数：１２９名 ）

図書室司書：１名（ 兼任 ）

図 書室面積（ 書庫を含む ）：約 １４４㎡

蔵 書 数 単 行 書：約 ５，０００冊

製 本雑誌：約 ９，０００冊

受入雑誌数 国内雑誌： １０７種

外 国雑誌： １１０種
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表２ システム構成

ハードウェア

本体 （ＮＥＣ ＰＣ９８０１－ＲＡ２１）

ディスプレ イ

プ リンター

プ リンター バッフフ

３．５インチ外付ド ライブ

ＣＤ－ＲＯＭチェンジャー

ハードデ ィスク

ＭＳ－ＤＯＳ

約１００万円

ソフトウェア

Ｓｉｌｖｅｒ Ｐｌａｔｔｅｒ社

（ 代理店：ユサコ ）

ＭＥＤＬＩＮＥ ＮＥＣ版

１９６６～現在 ２５年間分

年間リース料 約４０万円

表３利用状況（導入後２５日間）

延

１

平

総

日 平

均

利
検索 時

用 者

べ

均

間

数

１人平均利用回数

６８

２．７

２５

２６

２．６

人

人

分

人

回

表４ 利用目的

・ 臨床検討のため

・ 学会発表の ため

・論文投稿のため

・研究のテーマにつ いて

表 ５

ＣＤ－ＲＯＭ文献検索 プ ロ／＼°ーに依頼し た場合

・ その場で検索結果が出る

・ 欲しい文献を納得いくまで検索

・ より的確なキーワードの選択に

よる検索

・プ 。パーに恩義 を感じ なくて済む

・ 自分のフ ロッピーｌＺデータの保存

が できる。

・ １日～数日かかる

・人 を介するので要求どぉり

の 検索ができない事がある

うか。 ３． 文献検索の開始

今回、当院でもＣＤ－ＲＯＭを導入したのでそ ＳｉｌｖｅｒＰｌａｔｔｅｒ社のＭＥＤＬＩＮＥ ＣＤ－Ｒ

の経験から報告する。 ＯＭは、ＩＢＭ版の実績はあったが、ＮＥＣ版は

リリースされた直後だったのでプログラム上のバ

２． 導入準備 グが多く、マニュアルもＩＢＭ版で分かり易いと

当院の場合、それまで図書室にパーソナルコン は云えず、不便であった。

ビューターは無く、司書が文献検索についても、 だが、検索方法は簡単で初めての者にでも馴染

コンピューターについても素人に近い状態でのＣ み易く、１０分ほどで抄録付きの検索結果を手にす

Ｄ－ＲＯＭ導入であった。まず、既に導入してい ることも可能である。

る大学図書館や病院図書室から情報を取り寄せ、 実際には、より効率的に的確な検索をするため

図書委員会で検討を始めた。 にはそれなりの機能を使うことが必要で、係も代

医学関連データベースのＣＤ－ＲＯＭ版は数社 行検索をしながらテクニックを覚えていくという

から出ているが、遡及年数が充分で、価格的にも 状態が続いたが、とりあえずは思いつく単語（ 疾

よしとされたＳｉｌｖｅｒＰｌａｔｔｅｒ社のものが選ばれた。 病名、薬剤名、術式など ）をタイプするだけでも

機種は、互換性の面から付加価値があるだろうと 一応の検索はできる。

いう理由で国内において最も一般的なＮＥＣ－９８０１ 導入当初、係は、検索技術を覚えるのはもちろ

を購入した。またその際、大学図書館のようにＣ んのこと、利用者個々に検索方法を指導する必要

Ｄ－ＲＯＭ専用機にしなければならないほど頻繁 もあり、また、同時にパソコンやプリンターなど

な利用はないと予想し、パソコンを図書管理業務 の導入機器の扱い方にも不慣れなため、従来の業

にも活用するという一石二鳥を狙って、ワープロ 務に加えたこれらの作業は時間的にも負担が大き

ソフトとカード型データベースソフト も同時に購 い。

入したが、ＣＤ－ＲＯＭは大量のメモリを必要と しかし、ＣＤ－ＲＯＭの特長がエンドユーザー

するため、セットアップする段階で苦労した。パ サーチといわれるように、パソコンに慣れている

ソコンに関してかなり詳しい人の援助がなくては 医師などはすぐに自分で直接キーボードをたたき

困難であった。 ながら、必要とする情報を検索するようになるの

で、徐々に余裕も出てくる。利用者にとって、知

りたい時にすぐに答がでるというのが、一番魅力

－１８－



的な面のようである。

ＣＤ－ＲＯＭの弱点として、オンラインよりも

情報が遅れるということが心配されたが、実際に
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に対応できる図書室となるためには何をなすべき

なのか、を模索しつつ現在に至っている。

はオンライン検索による情報でないと駄目だとい ２． 図書室の概要

う場合はごく稀なようである。少なくとも当院の 当図書室の概要は次の通りである。①所属：医

医師達からそうした不満はあまり聞かれない。 務局医療情報部、②面積：ｍ ．２㎡、③図書予算：

問題点としては、ＣＤを読み込むのに時間がか 平成２年度８００万円、④蔵書：単行書約４．０００冊、

かることも挙げられる。６枚のＣＤがセットでき 製本雑誌約６．０００冊、⑤雑誌：外国雑誌７１種、和雑

るようになってはいるか、実際に数年分の検索を 誌１１６種（うちｌｓ種は寄贈）⑥機器類：パソコン

する場合、器械の作業時間がかなり長く感じられ ２台、コピー機・英文タイプライター各１・台。

るので、その点の改良が待たれる。

４。おわりに

ＣＤ－ＲＯＭの利用者のほぼ全ほから「 便利旭

役立つ。ありがたい 」などと予想以上の評価を得

ることができた。

日々の診療に携わる医療従事者達は、より速い、

より適切な情報を求めている。そのために図書室

（ 病院 ）が、ＣＤ－ＲＯＭ文献検索サービスを提

供することは、医療の質的向上への貢献にもつな

がり、大変価値あることではないかと考える。

病院図書室の情報提供サービス

期待される図書室ヘー

公立陶生病院 ○青山真奈美 ，田中

牛田 一也 ，矢野

岩田 洋

法子

雅

１． はじめに

当院は、２市１町を設置主体とする、病床数

７３９床の総合病院であり、教育指定・臨床研修指

定を受けている。

従来図書室は庶務課で管理をしていたが、１９８７

年１０月、医務局に医療情報部図書係が新設され、

１名の係員が配された。以後、資料管理業務は、

フルオーダーメイドの図書システムを構築してパ

ソコン管理を行う一方、直接的な情報提供業務と

して、オンライン文献検索サービス・文献入手・

３． レファレンス・サービス

病院図書室の基本的な機能や質的・量的な基準

はまだ明確には示されていないため、各病院に於

て、その規模や機能に大きな格差が存在している

が、碩野１）は、「 医師が患者を診察し治療すると

いう図式 」は、「 どのような規煥・形態の病院に

おいても必ずみられる基本的な形 」であり「 どん

な病院の医療従事者であっても文献をはじめとす

る医学情報が必要であるということには変わりが

ない 」と述べている。医療従小者の日常の活動や

生涯教育に於ての、文献・資料・情報の心要性は

認められていながら、その提供こそ病院図書室の

本来の機能であるとの認識は、未だ個々の病院で

定着しているとは言い難い。予算・人は・スペー

ス等に自ずと限界がある図書室では、個別的で多

岐にわたる利用者の情報要求にはとても応じきれ

ないのは確かである。ならば、個々の図書室の枠

を越え、個々の図書室での所蔵の有無を問わず、

利用者の希望する文献情報の提供・その所在の確

認・人手、また様々な質問への回答などの「 レフ

ァレンス・サービス 」を、充実させていかねばな

らないのではないだろうかと考える。

当図書室では、次の２点を基本的な姿勢として

業務を行っている。第ｎに、定型的な業務にはパ

ソコンを徹底的に利用すること、第２ｆ＜：、利用者

からの情報要求には、どんなものでも出来る限り

応じていくことである。

事項調査などを徐々に導入してきた。母機関であ ４． 図書システム

る病院に対して、図書室はどのような機能を持ち 当図書室の電算化は、業務の構築と同時進行の

得るのか、限られた条件の下、利用者の情報要求 形で改良を重ね、昨年１２月の「 資料発注サブシス

－１９－
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テム 」の追加で一応の完成をみた。

現システムでは、資料発注から受入、貸出管理、

蔵書管理、雑誌管理、製本発注など、ほぼ全業務

を網羅している。

資料の書誌的な事項は、資料発注時に人力して

おき、受入時に若干の修正・追加を行うだけで登

録が完了する。このデータは他の諸業務にも利用

できるため、大変効率がよく１名でもかなりの業

務量をこなすことが可能である。例えば貸出・返

却管理もこのデータを利用し、未返却資料の催促

状作成までほぼ自動的に行うことができる。

図書室における定型的な業務は、コンピュータ

ーを利用して、迅速・的確に処理し、情報サービ

スの提供を行う時間をつくるよう努めている。

５。 ネットワークへの参加

前に述べたように、個別的で多岐にわたる利用

者の情報要求に対応するには、院内資料の最大限

の活用だけでなく、院外の情報をもいかに活用す

るかという点が重要である。当図書室は「 近畿病

ただし、場合によってはマニュアル検索も実施

している。

② 文献人手サービス（ 相互貸借 ）

文献検索サービス開始に伴い、翌８月より試験

的に開始した。

現在までの申込総件数は７２件で、医師が２料 で

約３０貳 技師が約２０‰ 看護婦と事務員がそれぞ

れ約１郵 であった。

依頼先は、病院図書室が４９件で約７０ヅ、を占め、

医学図書館が１９件で約２６似 残りは学会、研究会

などである。

③ 事項調査

特に制限は設けず、問い合わせがあったものに

ついては、出来る限り調査している。

現在までの依頼総件数は８件で、医師、看護婦、

事務員がほぼ同数であった。所蔵資料の調査のみ

で回答できたものは２件だけで、あとは外部機関

への問い合わせ・資料の送付依頼などを併用し処

理をした。

院図書室協議会 」２）に加盟し、安定的な文献流通 ７． おわりに

路の確保を図ると共に、様々な形でＣｏｎｓｕｌｔａｔｉｏｎ 上記サービスの現状の分析を行うにはまだ時期

を受けている。更に、膨大な医学情報を抱える医 尚早であり、後の機会に譲りたいと思う。今は一

学図書館の病院図書室への門戸解放の動きにも多 件一件をていねいに処理することによって、利用

いに期待をしている。

６． サービスの現状

① オンラインによる文献検索サービス

１９８９年６月にＪＯＩＳを利用してサービスを開始

したが、トラブルにより一時中断をした。しかし、

１９９０年の７月から本格的に再開し、現在に至って

いる。１９９１年２月末日までの利用状況は次の通り

である。

利用総件数は１３７件、月平均は１７件である。 利

者が図書室に対して、少しでも期待を持つように

なっていただければと願っている。そして、情報

提供サービスを医療従事者の日常活動に結び付け

ていくことにより、病院にとって真に必要とされ

期待される図書室を目指して、日々努めていきた

いと考えている。

用者は、医師が１２２件で約９叩 を占めている。その １）

他技師が約６似 看護婦は約５価で、事務員の利

用は１件であった。

利用目的は、診療業務が７０件と５０弔を越え、続

いて研究が約２０仏 学会発表が約１叩 であった。

その他は、投稿論文、勉強会等である。

費用総額は４４５，９２２円で、月平均５５，７４０円、。１人

平均では３．２５５円であった。

≪ 文 献 ≫

礒野龍一郎 病院図書室と医学図書館の使命．

医学図書館 ３６（４）：２１５－２２４，１９８９；

２）松本純子ほか 近畿病院図書室協議会 ．

医学図書館 ２１（２）：８４－９１，１９８４；

－ ２０－



第２９回 日本社会保険医学会（１９９１．１０．千葉）

（第２９回日本社会保険医学会演説集より転載）

Ｌ―トリプトファンの副作用情報の伝達メディア

とタイムラグについて

星ヶ丘厚生年金病院 図書室 ○首藤 佳子

薬剤部 道下 佳子

１。 はじめＲ：

今回、当院においてＬ－トリプトファンの副作

用（ ＥＭＳ ）と考えられる症例があり、副作肘回

報の調査を行う機会があった。そこで、薬の副作

用情報がどのようなメディアを通して、どのよう

なタイムラグで伝達されるのか、今回の経験をま

とめたので報告する。新聞については全国紙、薬

業界紙、医学関係業界紙各１紙を対象にした。

２． 日本における圖 乍用情報の流れについて

トリプトファンの副作用（ ＥＭＳ）については

１９８９年１０月米国で初めて報告されたが、日本では

これに関する情報は表１のように流された。なお、

病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａｌ・２，１９９１・１９９２

医薬 品 関 係 雑 誌→ 総 合医 学雑 誌 → 学 術誌 の順 に 使

わ れ、 この 順 に 記事 が 詳 細 に な る傾向 か 見 られ た。

② ＼
■
い 時期 に 新 聞 を 通じ て 報 道 がな さ れ 医薬 品 名

が 明 らか にな っ た が、 詳細 な 臨 床症 状 や デ ー タ等

の 情 報 は乏 し い 。 従 っ て、 Ｄ Ｉ室等 で の 医薬 品 名

か らの 検 索 は可 能 で あ ろ う が、 臨床 医 の 参 考 資料

とし ては 不 十 分 であ る。 ③厚 生 省医 薬 品 副 作 用 情

報 は 早い 時 期 に 出 さ れ、 こ れ らの 中 で 臨床 的 に 最

もｍ 要 な もの で あ る。 今 回 は モ ニ ター 報告 後 １．５

ヵ 月 後 に発 行 され、 そ の後 １～ ２ヵ 月 の 間 に これ

を 転 擢解 説す る雑 誌 記 事 が見 られ た。 ④ 専門 学 術

雑 誌 に 詳 細 な事 例 が 報告 され るの は約 １年 後 であ

っ た。 ⑤ 記 事 の内 容 は米 国 での 実 状紹 介 → 副 作 用

の 概 要→ ＣａｓｅＲｅｐｏｒｔと変遷 してい る。 こ れ と併せ

て 情 報 量の 多 い米 国 内 で １９８９年 以 降 発 表 さ れた 文

献００件 の 記事 内 容 を 調 査し て み た。 そ れ に よ ると、

サー ベ イ ラ ン ス報 告→ 脈 説記 事、 Ｌｅｔｔｅｒ 、 Ｃａｓｅ

Ｒｅｐｏｒｔ（ １９９０年 前半 ）→ 病 因 、 町門 分 野 の 知 見、

Ｃｌｉｎｉｃｏｐａｔｈｏｌｏｇｉｃａｌな 研 究（１９９０年 後半 ）→Ｌｉｔｅ－

ｒａｔｕｒｅＲｅｖｉｅｗ（１９９１年 ）と 内容 が変 化 す る傾向 か

見 ら れた 。

当院に患者が入院したのは３月５日、４月はじめ ３．厚生省医薬品副作用情報について

に担当医がＮＥＪＭの文献をみて副作用を疑い、 ４ このうち臨床的に有用な上記副作用情報は奇数

月１３日に厚生省へ副作用モニター報告を出してい 月に発行されると直ちに厚生省薬務局より中央諸

る。

これを詳細に見ると次のことがわかった。①情

報量は厚生省発表や社会的なインパクトの量、大

きさと比例する。また、メディアとしては新聞→

表１．日 本におけ るＬ－トリプトファン 副 作用 情 報 の 流 れ

一 メ デ ィアと タイ ム ラ グ ー

１９８９／１９９０／１９９０／１９９０／１９９１／１９９１／
１１ ４－５ ６－７ １０－１２ １ ４

全 国 紙

業 界 紙

医 薬品専門誌

総 合 医 学 誌

専 門 学 術 誌

学 会 抄 録 集

そ の 他

４ ２ １

１ ５ ２

１ １

１ ３ １

１ １

１ １

４誉 １

＾ ４件のうち１件は厚生省医薬品副作用情報 ＮａｌＯ２

団体（ 日本医師会、日本薬剤師会、日本病院薬剤

師会等 ）、地方自治体薬務課、モニター病院（ 現

在２，９０８病院 ）、報告医に配布され、さらに下部会

貝へと発行物等を通して伝達される。そのタイム

ラグは長いもので２．５ヵ月であった。また、雑誌

「 日本医事新報 」はこの副作用情報を必ず掲載す

るが、今回は１週間後に掲載されている。このよ

うに厚生省医薬品副作用情報は早い時期に、広い

範囲に互って流される。これが十分活用されるこ

とが望まれる。

４。 副作用情報の検剰 こついて

当事例の検索は ＪＯＩＳの Ｍｅｄｌｉｎｅ および Ｊ－

Ｍｅｄｉｃｉｎｅファイルを使って行った。データベース

への収録は原文献発行後約２．５ヵ月であった。１９９１

年５月末現在、出力文献は邦文では３件のみで内

容も不十分なものであった。また、原文掲載誌や

－ ２１－
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記事のタイプにより収録がなされないものが多い ２． ＣＤ－ＲＯＭ文献検索の開始

ことがわかった。厚生省医薬品副作用情報は収録 ＣＤ－ＲＯＭ導入以前、 図書室にパーソナルコン

対象外となっている。欧文文献は１２２件。従って、 ビューターは無く、図書室担当者にはコンピュー

今回は臨床的な情報のほとんどをこれら外国文献 ターの知識もオンライン検索の経験も無かった。

によって得た。 導入システムは、図書委員会で遡及年数、価格。

パソコン機種などを検討の上、決定した。

５． 結び また、図書室業務用にワープロソフト（ 一太郎

医薬品副作用情報は以上のようにさまざまなメ ｖｅｒ．４．３）とカード型データベースソフト（ Ｔｈｅ

ディアを通して伝達されるが、その特性やタイム ＣＡＲＤ３十）も同時に購入したが、ＣＤ－ＲＯＭ検索

ラグをよく知っておくことが重要である。また、 ソフトと同居させるにはメモリが足らず苦労した。

Ｕｐ－ｔｏ－Ｄａｔｅな情報として医薬品関係のファクト パソコンに詳しい医師の協力を得て、立ち上げの

データペースの活用や厚生省の医薬品副作用情報 時点で環境選択することにより動かすようにした。

の活用が十分なされることが望ましい。さらに、 検索は図書室サービスの一環として職貝を対象

Ｄｉ活動と図書室の活動の連携が図られるなら凪 とし、利用に際してお金はかからない。

より効果的な副作用情報の提供が可能になると思 導入後４ヵ月での１日平均利用者数は１．４人で、

われる。 平均検索時間は２９分。総利用者数は３４人（ うち医

師３３人、薬剤師１人）で、１人平均３．６回の利用

があった。

図書室へのＣＤ―ＲＯＭ文献検索導入の経験

社会保険串京病院 ○大橋真紀子 ，松本

資料管理課 若原 寛行 ，岡地

弘

賓

１． は じ めＲ：

当 院 で は従 来 、 医師 が医 学 文 献 情報 の検 索 を す

るに は 製薬 会 社 の サ ー ビ スに 頼 る の がほ とん どで

あ っ た が、 今 年 ２月 図 書室 にＣＤ－ＲＯＭを 導 入 し、

ＭＥＤＬＩＮＥ（ ＮＥＣ版 ）による文 献 検索 を開 始 した の

でそ の 経 験 を報 告 す る。

表 １ シ ス テ ム 構 成

ハ ード ウェ ア

パソ コ ン ＜ＮＥＣ ＰＣ－９８０１ ＲＡ ２１＞

カ ラー デ ィス プレ イ

プ リン ター ＜ エプ ソン ＨＧ－４０００＞

プ リン ター バ ッ フ ァ

ハー ド デ ィス ク（ 内蔵 ）４０ＭＢ

ＣＤ－ＲＯＭドライブ ＜パイオニア ＣＤ－ＲＯＭチェンジャー＞

３．５インチ 外 付 ド ラ イブ

増設 ＲＡＭ ４ＭＢ

ＭＳ－ＤＯＳ Ｖｅｒ３．３Ｃ

価 格 約 １００万 円

ソ フ ト ウェ ア

Ｓｉｌｖｅｒ Ｐｌａｔｔｅｒ 社

ＭＥＤＬＩＮＥ ＮＥＣ 版（ １９６６年 － ）

年 間 リ ー ス料 約 ４０万 円

３。 利用者の反応

利用者２６人（ 全て医師 ）へのアンケート調査を

行った。利用目的は、利用者の大半が臨床検討と

学会発表の２つの理由を挙げている。

ＣＤ－ＲＯＭ検索の利点、欠点は、 プロパーに依

頼してのオンライン検索との比較になってしまう

が、その場で即座に結果が手に入ることと、人を介

さず自分で検索するので欲しいものを納得いくま

で探し出せるという２点に対して、皆が高く評価

している。

オンライン検索と比べると情報の遅れ（ タイム

ラグ）があることを、特に重要視する者はいなか

った。

欠点として検索のためのキーワード（ ＭｅＳＨ）

の選択が難しいことが挙げられたが、係の勉強不

足により適切なアドバイスができなかった事にも

原因がある。

また、ＣＤ－ＲＯＭチェンジャーの機械的操作の

ための待ち時間か長く、何年分も遡って検索する

とかなりの時間がかかることに対しては、ソフト

の改良を期待したい。

２２



表２ ＣＤ－ＲＯＭの利点

・その場で検索 結果が手に 入る

・ 欲し い内容を納得いくまで 検索できる

・プ・ パーに恩義 を感じなく て済み、 気軽にできる

・ 自分のフロッピーデ ィスクに デー タ保存ができ る

４。 担当者として

導入当初、係は自身が検索技術を習得しながら、

利用者個々に検索方法を指導しなければならず、

また同時にパソコンや周辺機器の扱いに馴れるこ

とも必要で、従来の業務に加えて時間的にもかな

り負担が大きかった。

しかし検索の基本操印 頑 ｍで、とりあえずは

病名など思いつく巾語をタイプするだけ（ フリー

ターム検索 ）でも求める何かは出てくるため、利

用者の一応の満足は得られたこと、また、オンラ

イン検索と違いコストが固定価格なので、気軽に

検索しながら党えていくことができた点などに救

われ、心外に早く「 文献検索サービス 」を軌道に

乗せることができた。

今後の担当者としての課ｍは、前述のような安

易なフリーターム検索だけで終わってしまいがち

な利用者に対して、より効率的でｍｍ的な検索が

可能であるキーワード検索のための、適切なアド

バイスができるようになることだと考える。その

ためＭｅＳＨの構造をよく理解し、医学厄諏こ馴

染ひことにも努めたい。

５。 おわりに

現在ＣＤ－ＲＯＭは、゛`速い ”文献情報人手手段

として利用者にμばれ、図１ 室サービスの大きな

病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａｌ・２，１９９１・１９９２

病院図書室と生涯教育

一 社会保険広島市民病院図書室サービスー

社会保険広島市民病院 ○岡橋 郁子

図書室 岡本美保子

赤木 笑人

１、 はじめに

今日、社会保険広島市民病院（ 診療科２３科、病

床数７７４床、研修指定病院）図書室（司書２名；医

局秘書兼務、年間図書収入予算１．３６０万円、侵書数

１４，４６８冊、購読雑誌数３１８誌、図書室面積 ３３０㎡）

は図：，｝委員会が中心となって、医師をはじめとす

る医療従小者の生涯教育をバックアップする施設

として、医学・医療帖報の提供のみならず拡大さ

れた図書室サービスを行う情報センターへの展開

している。当図μ室におけるサービスの現況、及

びこれらのサービス実施におけるマネージメント

のポイントを報告する。

２。 広島巾民病院図ｎ室サービス

（１） 情報サービス

１）【笈 ’１^、雑誌、ビデオテープの収集、整理、

貸出：収槃は全科全部門よりアンケートを募

り全部門で構成された図占委 ＼会で検討後購

人する。

２） オンライン情報検索：依頼＝行立ち合いのも

とに司μ（ サーチャー ）による検索を行う。

３） 相互貸借：院内に所蔵しない情報について

は田内医学図μ館・病院図書室との相互貸借

を行う。迅速な入手にＦａｘを利用する。

４）病棟・外来常備図書配布：「 今日の治療指

針 」「 医療薬医薬品集 」等の図書を１年１種

類アンケート調査により配布する。

一部となっている。また、来年早々でる医学中央 （２） サポートサービス

雑誌のＣＤ－ＲＯＭ版によって国内文献の検索がで １） 複写：図書室内に複写機を設回し、セルフ

きるようになれば、医師だけでなく看護婦やパラ サービスで複写を行う。院内では唯一私用利

メディカルらの利用も予想され、ますます院内で 用が許可されており、院外利用者・看護学生

の需要が増すものと思われる。 も利用できる。

２） 視聴党機器貸出：講堂・図書室の視聴覚機

器の管理に併せてプロジェクター・ビデオデ

ッキ・ＯＨＰ等の貸出しを行っている。

３） Ｆａｘサービス：病院の代表Ｆａｘとして明示

－ ２３－
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し、受信の連絡、送信の指導を行う。

４） ワークステーション利用指導：初心者を対

象にワープロ操作の指導を行う。

（３） 研究支援サービス

１） 学会発表・論文投稿用資料作成：学会発表

のスライド原稿・ポスターセッションのパネ

ル等の作成を地方会以上の範囲で作成する。

２） 取次ぎサービス：翻訳、研究用写真・スラ

２） サービス利用の規格化：申込みはそれぞれ

所定の用紙を作成し必要事項の漏れを防い已

料金支払は医局員は給料引き去りとし、その

他は即納とした。

３） 機器の導入：ワークステーション、オンラ

イン検索、Ｆａｘ、複写機、スライ円乍成機等

機器の導入により業務の合理化を行った。

イド作成、私物図書購入等の取次ぎサービス ４．おわりに

を行う。

（４） 図書出版

１） 社会保険広島市民病院医誌の編集：図書室

が編集事務局として原稿収集、整理、編集委

員・印刷所との連絡、校正、発送を行う。

２） 医局会報（ 院内報 ）作成：院内の情報誌を

図書室の機器およびネットワークを利用して

作成する。

３） 図書室資料：オリエンテーション時の配布

資料「 図書室利用のしおり」「雑誌所蔵目録 」

及び、図書室見学者用「 図書室概況 」を作成

する。

３． 図書室サービス実施のマネージメント

図書室サービスは生涯教育を目標として、利用

者の要望に応えて次第に拡大されてきた。これら

のサービスを司書２名で、全ての利用者へ同様に

そして円滑に行うよう努めている。そのポイント

は次のとおりである。

（１） セルフサービスの徹底

１） 施設の整備：情報種別にコーナーを設け、

明確なレイアウトとし、さらにサインの明示

をした。

２） オリエンテーション：新規採用時に医師は

サービスの説明に加えて図書室内のツアーを、

他の医療従事者は新人オリエンテーションに

組み入れている。

（２） 業務の合理化

１） マニュアル作成：図書室業務の範囲および

流れを明確にした。さらに、業務が広範囲で

あるため、それぞれに簡単なマニュアル、例

えば、オンライン検索や医学雑誌編集の方法

到乍成した。

時代の進歩・利用者の要望に応えた図書室作り

を開始して２２年を経た。今日、これらのサービス

により図書室は活況を呈し、大いに喜ばれている。

これも管理者の理解、図書委員会の指導、利用者

の協力、司書の努力の相乗効果によるものと思わ

れる。

－２４－




